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第3群 ｢看護実践を創造する基盤 の共有｣ 報 告
山 本 利 江 (千葉大学看護学部)
1 ｢心拍モ ニ タ音の 及ぼす意識水準の変化に つ い て- 柄
床再現 モ デ ル に よる脳波の分析 - ｣
根本 清次, 川井 亜美 (千葉大学看護学部)
田中 裕二 (日本大学医学部第 一 生理学講座)
2 ｢[看護技術グ ル ー プ学習自己評価 シ ス テ ム] の 評価
に関する研究｣
山本 利江, 和住 淑子, 青木 好美,
尾高みち子, 田村 房子 (千葉大学看護学部)
山岸 仁美 (千葉大学大学院看護学研究科)
嘉手苅英子 (沖縄県立看護大学)
3 ｢看護基本技術の 一 回 一 回の 授業を通じて 学生が感じ
考え て い る こと｣
尾高み ち子 (千葉大学看護学部)
4 ｢ 看護管理者が捉え た老人保健施設の在宅ケア支援機
能に関わ る看護職の役割｣
山崎 洋子, 渡辺み どり , 太田真里子, 大塚 千春,
山岸 春江 (山梨医科大学医学部看護学科)
全て大学教員が発表者 で , 機能代謝学の 分野か らは病
室 ･ 病床環境が患者に与え る影響の うち, 心拍 モ ニ タ音
に つ い て の 研究が紹介され た｡ 脳波 の変化が脳波ポ トグ
ラ フ イ と して 視覚化され た ポ ス タ ー が掲示され , じ っ く
り変化を追え て ポ ス タ ー の 良さが で た｡ 基礎看護学か ら
看護技術教育の 2題が紹介され, 修得困難な行為の実態
調査に基づく教育 シ ス テ ム の評価と , 学生が毎回の授業
で感じ考えた こと の記述を分析 した研究で , ポ ス タ ー に
示さ れた学生の事実とそれ に対する教員の分析が注目さ
れた｡ 地域看護学か らは老人保健施設で の在宅ケ ア支援
機能に つ い て の研究が紹介された ｡ ポ ス タ ー で は入所期
間や連携の実状と, そ の 中で 看護職が果たす在宅支援方
針の共有化 在宅環境 ･ 介護力の 査定, 介護方法の家族
指導, 在宅 サ ー ビ ス シ ス テ ム に向けた職種間や施設間の
調整, 再利用者の状況把握の 5点の役割が注目された｡
進行 は発表を区切り次に移る約束で進めたが, 参加者
が発表途中で まだ聴きた い気持ちを残し, 次 の発表 へ 移
動する雰囲気と, 話し終え て い な い発表者の 葛藤を感じ
申し訳ない と思 っ た｡ 一 方 で ｢看護実践を創造する基盤
の共有｣ をテ ー マ とする研究 へ の 参加者の 関JLlを実感し
た｡
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